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令和２年度 第４回 

津山市高齢者保健福祉・介護保険事業運営協議会資料 

 日時：令和 2 年 12 月 3 日(木) 10 時～ 

 場所：津山市役所２階 第一委員会室 
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第１章 計画策定にあたって 
 

１．計画策定の趣旨 

 

 

 

 

 

２．計画の性格 

20 117

14 1
 

5
2 2 21

 

 
 

【津山市においての上位及び関連計画との関係性】 

 

津山市第5次総合計画

第8期

津山市高齢者保健福祉計画

・介護保険事業計画

第2次津山市地域福祉計画

健康つやま21、津山市地域防災計画

津山市障害者計画・

障害福祉計画・障害児福祉計画

津山市子ども・子育て支援事業計画

津山市食育推進計画

その他関連計画

連
携
・
整
合
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３．計画の期間 

 

４．計画の策定体制 

 
（１）津山市高齢者保健福祉・介護保険事業運営協議会での検討  

 
 

（２）アンケート調査の実施  

 
 

項目 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 在宅介護実態調査 

調査目的 

 高齢者の暮らしや健康状態、地域

課題の把握 

 効果的な介護予防政策立案と効果

評価の実施 

 要介護者の生活状況や介護者の

就労状況等の把握 

 効果的な支援・サービスのあり方

検討 

調査対象者 要介護１～５以外の高齢者 

認定有効期間が、令和元年 11 月１日

以降の要支援・要介護認定者のうちの

在宅生活者 

調査期間 令和２年１月 30日～３月 27 日 令和２年１月 30日～３月 27 日 

調査方法 郵送による調査票の配布及び回収 郵送による調査票の配布及び回収 

回収数 5,410／7,989 件（回収率：67.7％） 359／747 件（回収率：48.1％） 

 
（３）パブリックコメントの実施  

 
 

５．計画の構成 

 

 

区分 高齢者保健福祉計画 介護保険事業計画 

内容 

高齢者の健康と生きがいに関する施策 

 地域共生社会の実現 

 生活支援 

 生きがい対策 

 社会参加の促進 

 高齢者の生活環境の整備 

高齢者の生活を支える施策 

 区域（日常生活圏域）の設定 

 各年度における種類ごとの介護サ

ービス量の見込み 

 各年度における地域支援事業の量

の見込み    
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６．計画の進行管理・評価 

 

 

 

７．高齢者の状態像 

 

 
 

 

 

８．日常生活圏域の設定 

 

 

【日常生活圏域ごとの高齢者・認定者の状況】 
区分 人口 高齢者数 認定者数 高齢化率 認定率 

東部圏域 19,790 5,153 1,011 26.0% 19.6% 

西部圏域 16,232 4,883 970 30.1% 19.9% 

南部圏域 11,536 4,059 873 35.2% 21.5% 

北部圏域 22,421 5,433 1,000 24.2% 18.4% 

中央部圏域 13,211 4,321 928 32.7% 21.5% 

加茂・阿波圏域 4,477 1,966 438 43.9% 22.3% 

勝北圏域 6,013 2,239 485 37.2% 21.7% 

久米圏域 6,425 2,578 530 40.1% 20.6% 

津山市全域 100,105 30,632 6,235 30.6% 20.4% 

資料：住民基本台帳及び市介護保険システム（令和２年４月１日現在） 

高齢者

一人暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯など、見守り・声か
け・予防などが必要な方

要援護高齢者

事業対象者・要支援・要介護認定者

基本チェックリストによる対象者
要支援1、2の認定者
要介護1～5の認定者
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[日常生活圏域の設定状況]  

 

加 茂・阿 波 圏 域

旧加茂町全域

旧阿波村全域

北 部 圏 域

西苫田（上河原・北園町）

東苫田（志戸部・勝部・籾保・紫保井・大田・沼・
弥生町）

神庭（吉見・綾部）

滝尾（堀坂・妙原・三浦）

一宮（一宮・東一宮・東田辺・西田辺・山方）

高田（上横野・下横野・大篠）

高倉（上高倉・下高倉東・下高倉西）

久 米 圏 域

旧久米町全域

勝 北 圏 域

旧勝北町全域

西 部 圏 域

城西（小田中）

西苫田（総社・小原）

二宮（二宮）

院庄（院庄・神戸・戸島）

田邑（上田邑・下田邑）

南 部 圏 域

鶴城（桶屋町・上紺屋町・下紺屋町・鍛治町・坪井町・福
渡町・細工町・宮脇町・南新座）

中央（堺町・二階町・元魚町・新職人町・戸川町・
本町二丁目・本町三丁目・美濃町）

城西（西寺町・鉄砲町・新茅町・茅町・西今町・安岡町）

佐良山（福田・高尾・皿・平福・中島・一方・津山口・
井口・種）

福岡（大谷・昭和町一丁目・昭和町二丁目・南町一丁目
横山・八出）

城南（材木町・伏見町・京町・河原町・船頭町・小性町・
吹屋町・新魚町）

中 央 部 圏 域

東津山（川崎・野介代）

林田（林田）

城東（東新町・西新町・中之町・勝間田町・林田町・
橋本町・上之町）

城西（小田中の一部）

西苫田（山北）

城北（山下・北町・椿高下・城代町・田町・大手町）

東 部 圏 域

福南（小桁・金屋・押渕・荒神山・種の一部）

成名（草加部・野村・近長・楢）

高野（押入・高野山西・高野本郷）

広野（河面・福井・田熊）

大崎（金井・中原・福力・新田・西吉田・池ケ原・堂尾）

河辺（国分寺・日上・瓜生原・河辺）

加茂・阿波圏域

勝北圏域北部圏域

東部圏域
久米圏域

西部圏域

南部圏域

中央部圏域
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第２章 現状と課題 
 

１．高齢者等の現状 

 

（１）人口の推移と推計  

 
● 人口の構造 

 

 
 
【人口ピラミッド（令和２年４月１日現在）】 

 

資料：住民基本台帳（令和２年４月１日現在） 

 

  

1,968

2,210

2,481

2,594

2,297

2,346

2,586

2,752

3,319

3,628

3,119

2,889

3,121

3,356

3,528

2,401

1,805

1,128

491

106

7

1,901

2,087

2,194

2,489

2,258

2,101

2,431

2,704

3,171

3,509

2,998

2,996

3,324

3,669

3,967

3,104

2,726

2,290

1,505

465

84

1,000 3,000 5,000

1,0003,0005,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

男性 女性（人）

（人）

総人口

100,105人

女性

総数：51,973人

前期高齢者数

7,636人

後期高齢者数

10,174人

男性

総数：48,132人

前期高齢者数

6,884人

後期高齢者数

5,938人

団
塊
の
世
代
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● 人口の推移 

 

 

 

 

【人口の推移】                            （単位：人） 

区分 平成７年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 

総人口 113,617 111,499 110,569 106,788 103,746 

40～64 歳 37,347 36,669 35,477 35,237 33,636 

総人口比 32.9% 32.9% 32.1% 33.0% 32.4% 

65 歳以上 21,145 23,822 25,900 27,184 29,663 

総人口比（高齢化率） 18.6% 21.4% 23.4% 25.5% 28.8% 

 75 歳以上 8,765 10,513 13,171 14,870 15,554 

 
総人口比（後期高齢化率） 7.7% 9.4% 11.9% 13.9% 15.0% 

高齢者人口比 41.5% 44.1% 50.9% 54.7% 52.4% 

資料：国勢調査（各年 10 月１日現在） 

※国勢調査の結果については、平成 12 年以前は旧津山市、旧加茂町、旧阿波村、旧勝北町及び旧久米町の数値を合算し

ています。（以下の項目も同様となります。） 

 

 

【高齢者数の推移】           【前期・後期高齢者の割合の推移】 

 

資料：国勢調査（各年 10 月１日現在） 

 

  

12,380 13,309 12,729 12,314 14,109

8,765
10,513 13,171 14,870

15,554

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

(人)

前期高齢者 後期高齢者

58.5 55.9 49.1 45.3 47.6

41.5 44.1 50.9 54.7 52.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

(％)

前期高齢者 後期高齢者
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● 高齢化率の推移 

 

 
 

【高齢化率の推移】 

 

区分 平成７年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 

津山市 18.6％ 21.4％ 23.4％ 25.5％ 28.8％ 

岡山県 17.4％ 20.2％ 22.5％ 25.1％ 28.7％ 

全国 14.6％ 17.4％ 20.2％ 23.0％ 26.6％ 

資料：国勢調査（各年 10 月１日現在） 

 

【日常生活圏域ごとの高齢化率の推移】 

区分 平成 20 年 平成 23 年 平成 26 年 平成 29 年 令和２年 

東部圏域 20.2％ 20.6％ 22.6％ 24.7％ 26.0% 

西部圏域 23.3％ 24.4％ 26.9％ 27.8％ 30.1% 

南部圏域 27.5％ 29.1％ 31.8％ 34.1％ 35.2% 

北部圏域 18.3％ 18.9％ 21.2％ 23.1％ 24.2% 

中央部圏域 25.6％ 27.0％ 29.9％ 32.0％ 32.7% 

加茂・阿波圏域 34.8％ 35.5％ 38.2％ 41.4％ 43.9% 

勝北圏域 28.3％ 30.0％ 32.8％ 35.4％ 37.2% 

久米圏域 31.3％ 32.4％ 34.9％ 37.9％ 40.1% 

津山市全域 24.1％ 25.0％ 27.3％ 29.4％ 30.6% 

資料：住民基本台帳（各年４月１日現在） 

 

18.6

21.4

23.4

25.5

28.8

17.4

20.2

22.5

25.1

28.7

14.6

17.4

20.2

23.0

26.6

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

(%)

津山市 岡山県 全国
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● 人口推計 

 

 
 

【人口推計】                             （単位：人） 

区分 
平成 27 年 令和２年 

令和７年 令和 22 年 

（2025 年） （2040 年） 

実績 推計 

総人口 103,746 100,325 96,713 85,626 

40～64 歳 33,636 32,236 30,937 26,072 

総人口比 32.4% 32.1% 32.0% 30.4% 

65 歳以上 29,663 30,744 30,783 30,381 

総人口比（高齢化率） 28.8% 30.6% 31.8% 35.5% 

 75 歳以上 15,554 16,255 18,139 17,731 

 
総人口比（後期高齢化率） 15.0% 16.2% 18.8% 20.7% 

高齢者人口比 52.4% 52.9% 58.9% 58.4% 

資料：［平成 27 年］国勢調査（10月１日現在）  

［令和２年以降］社人研『日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）』 

【高齢化率の推計】 

 

区分 
平成 27 年 令和２年 

令和７年 

（2025 年） 

令和 22 年 

（2040 年） 

実績 推計 

津山市 28.8% 30.6% 31.8% 35.5% 

岡山県 28.7% 30.5% 31.3% 34.9% 

全国 26.6% 28.9% 30.0% 35.3% 

資料：［平成 27 年］国勢調査（10月１日現在）  

［令和２年以降の津山市及び岡山県］社人研『日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）』 

［令和２年以降の全国］社人研『日本の将来推計人口（平成 29 年推計）』死亡中位・出生中位 

28.8%
30.6%

31.8%

35.5%

28.7%
30.5% 31.3%

34.9%

26.6%
28.9% 30.0%

35.3%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

平成27年 令和2年 令和7年 令和22年

(%)

津山市 岡山県 全国
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（２）世帯の推移  

 

 

 

【世帯数の推移】                          （単位：世帯） 

 

資料：国勢調査（各年 10 月１日現在） 

 

（単位：世帯） 

資料：国勢調査（各年 10 月１日現在） 

 

  

23,487 23,286 23,356 22,351 21,510

8,456 8,574 8,674 8,631 8,890

3,229 3,846 4,243 4,644 4,967

2,645 3,260 3,774 4,123 4,801

37,817 38,966 39,749

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

(世帯)

高齢者のいない世帯（世帯） 高齢者同居世帯（世帯） 高齢者夫婦世帯（世帯） 高齢者単身世帯（世帯）

40,047 40,168

区分 平成７年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 

総世帯数 37,817 38,966 40,047 39,749 40,168 

 

高齢者のいる世帯 14,330 15,680 16,691 17,398 18,658 

（総世帯比） 37.9％ 40.2％ 41.7％ 43.8％ 46.4％ 

 

高齢者単身世帯 2,645 3,260 3,774 4,123 4,801 

（総世帯比） 7.0% 8.4% 9.4% 10.4% 12.0% 

高齢者夫婦世帯 3,229 3,846 4,243 4,644 4,967 

（総世帯比） 8.5% 9.9% 10.6% 11.7% 12.4% 

高齢者同居世帯 8,456 8,574 8,674 8,631 8,890 

（総世帯比） 22.4% 22.0% 21.7% 21.7% 22.1% 

高齢者のいない世帯 23,487 23,286 23,356 22,351 21,510 
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（３）要介護認定者数の推移  

 
 

（単位：人） 

区分 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

要支援１ 781 708 706 777 783 806 

要支援２ 838 715 728 816 773 744 

要支援計 1,619 1,423 1,434 1,593 1,556 1,550 

要介護１ 1,324 1,304 1,324 1,400 1,421 1,416 

要介護２ 1,123 1,109 1,097 1,048 1,065 984 

要介護３ 795 846 820 824 795 802 

要介護４ 732 748 715 765 820 754 

要介護５ 791 784 796 768 720 741 

要介護計 4,765 4,791 4,752 4,805 4,821 4,697 

合計 6,384 6,214 6,186 6,398 6,377 6,247 

資料：介護保険事業状況報告月報（各年９月末現在） 

【要支援認定者の推移】 

 
【要介護認定者の推移】 

 

781 708 706 777 783 806

838
715 728

816 773 744

1,619
1,423 1,434

1,593 1,556 1,550

0

500

1,000

1,500

2,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

要支援１ 要支援２

1,324 1,304 1,324 1,400 1,421 1,416

1,123 1,109 1,097 1,048 1,065 984

795 846 820 824 795 802

732 748 715 765 820 754

791 784 796 768 720
741

4,765 4,791 4,752 4,805 4,821
4,697

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
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（４）認知症高齢者の状況  

 
【認知症高齢者及び有病率の定義について】 

 
 
【日常生活自立度の区分】 

区分 概要 見られる症状・行動の例 

Ⅰ 

何らかの認知症を有するが、日常生活

は家庭内および社会的にほぼ自立して

いる状態 

 

Ⅱa 

日常生活に支障をきたすような症状・

行動や意思疎通の困難さが家庭外で見

られるが、誰かが注意していれば自立

できる状態（道に迷う等） 

たびたび道に迷うとか、買い物や

事務、金銭管理などそれまででき

たことにミスが目立つ等 

Ⅱb 

日常生活に支障をきたすような症状・

行動や意思疎通の困難さが家庭内で見

られても、誰かが注意していれば自立

できる状態（一人で留守番ができない

等） 

服薬管理ができない、電話の応対

や訪問者との対応など一人で留守

番ができない等 

Ⅲa 

日常生活に支障をきたすような症状・

行動や意思疎通の困難さが日中を中心

に見られ、介護を必要とする状態 
着替え、食事、排便、排尿が上手

にできない、時間がかかる。 

やたらに物を口に入れる、物を拾

い集める、徘徊、失禁、大声・奇声

をあげる、火の不始末、不潔行為、

性的異常行為等 

Ⅲb 

日常生活に支障をきたすような症状・

行動や意思疎通の困難さが夜間を中心

に見られ、介護を必要とする状態 

Ⅳ 

日常生活に支障をきたすような症状・

行動や意思疎通の困難さが頻繁に見ら

れ、常に介護を必要とする状態 

M 

著しい精神症状や問題行動あるいは重

篤な身体疾患が見られ、専門医療を必

要とする状態（遷延性意識障害（重度

の昏睡状態）等あり） 

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等

の精神症状や精神症状に起因する

問題行動が継続する状態等 
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● 認知症高齢者の推移 

 

%  

a Ⅲb Ⅲ

 

 

【認知症高齢者数の推移】 

 
 

 

（単位：人） 

区分 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 
令和元年 

 対 H27 年比 

Ⅱa 956 956 961 1,004 984 102.9% 

Ⅱb 1,207 1,151 1,182 1,271 1,253 103.8% 

Ⅲa 1,192 1,164 1,208 1,246 1,293 108.5% 

Ⅲb 395 408 408 436 435 110.1% 

Ⅳ 939 948 893 887 879 93.6% 

Ｍ 200 185 194 155 135 67.5% 

合計 4,889 4,812 4,846 4,999 4,979 101.8% 

有病率 16.6% 16.1% 16.1% 16.5% 16.3% 98.4% 

高齢者人口 29,510 29,962 30,176 30,354 30,539 103.5% 

資料：住民基本台帳及び市介護保険システム（各年 10 月１日現在） 

 

4,889 4,812 4,846 4,999 4,979
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（人）

Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 有病率
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● 男女年齢別有病率の状況 

 

 

 

【男女年齢別有病率】 

 

区分 65 歳～69 歳 70 歳～74 歳 75 歳～79 歳 80 歳～84 歳 85 歳～89 歳 90 歳～ 

有病率 

男性 2.4% 4.3% 8.3% 18.8% 36.3% 55.3% 

女性 1.6% 3.4% 8.2% 23.9% 45.1% 66.7% 

合計 2.0% 3.8% 8.3% 21.9% 42.3% 64.1% 

資料：住民基本台帳及び市介護保険システム（令和元年 10 月１日現在） 

  

2.4% 4.3%
8.3% 18.8%

36.3%

55.3%

1.6% 3.4%
8.2%

23.9%

45.1%

66.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳～

有病率 男性 有病率 女性
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● 全国の認知症有病率推計との比較 

 
区分 令和元年 

津山市（実績値） 16.3％ 

全国 
認知症有病率が一定の場合（推計値）1 16.9％ 

認知症有病率が上昇する場合（推計値）2 17.6％ 

資料：［津山市］住民基本台帳及び市介護保険システム（令和元年 10月１日現在）             

［全国］「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」                

（平成２６年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学二宮教授）より津山市作成 

【男性の年齢別有病率の比較（令和元年）】 

 
【女性の年齢別有病率の比較（令和元年）】 

 
有病率（令和元年） 65 歳～69 歳 70 歳～74 歳 75 歳～79 歳 80 歳～84 歳 85 歳～ 

男性 
津山市 2.4% 4.3% 8.3% 18.8% 42.9% 

全国 2.0% 4.4% 9.7% 21.5% 47.7% 

女性 
津山市 1.6% 3.4% 8.2% 23.9% 54.8% 

全国 2.5% 5.6% 12.4% 27.6% 61.3% 

※全国の数値は、認知症有病率が上昇する場合の推計として算出された数値を元にしています。  

                                            
1 2012  

2 2012

 

2.4%

4.3%
8.3%

18.8%

42.9%

2.0%

4.4%

9.7%

21.5%

47.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～
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● 要介護度別の日常生活自立度の状況 

 

 

 

 

【要介護度別日常生活自立度】 

（単位：人） 

区分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

自立 380 411 230 187 69 72 17 

Ⅰ 278 335 300 212 100 61 28 

Ⅱa 136 105 331 177 103 104 28 

Ⅱb 87 63 438 305 184 119 57 

Ⅲa 20 22 220 268 282 283 198 

Ⅲb 5 3 46 63 86 114 118 

Ⅳ 2 0 26 37 104 229 481 

Ｍ 5 0 8 14 17 20 71 

合計 913 939 1,599 1,263 945 1,002 998 

認知症 

高齢者数 
255 193 1,069 864 776 869 953 

認知症 

高齢者率 
27.9% 20.6% 66.9% 68.4% 82.1% 86.7% 95.5% 

資料：市介護保険システム（令和元年 10 月１日現在） 

※認知症高齢者率は、各要介護度における認知症高齢者数を合計で割っています。 
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２．高齢者の生活及び介護者の状況 

 
（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の主な結果  

 

問１．あなたのご家族や生活状況について 

現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。 
55.7 24.3 8.7

 

 

問２. からだを動かすことについて 
【運動機能が低下している方】 

18.5  

 

【転倒リスクのある方】 
35.3  

 

【閉じこもり傾向のある方】 
19.0  

 

8.7

8.8

24.3

24.5

55.7

58.1

4.9

5.1

0.8

0.8

5.6

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

18.5

18.0

81.5

82.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

該当 非該当

35.3

35.2

64.7

64.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

該当 非該当

19.0

20.4

81.0

79.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

該当 非該当
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問３．食べることについて 
【口腔機能が低下している方】 

26.1
 

 

問４．毎日の生活について 
物忘れが多いと感じますか。【「はい」と回答された方は、認知度低下がみられる方となり

ます。】 
51.0 45.8

 

 

【手段的自立度（活動的な日常生活をおくるための能力）ついて】 
81.1 10.2 8.7

 

 

【知的能動性（情報を自ら収集して表現できる能力）について】 
56.6 24.3 19.0  

※今回調査から新たに集計 

 

26.1

23.7

73.9

76.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

該当 非該当

45.8

46.8

51.0

49.9

3.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

はい いいえ 無回答

81.1

81.1

10.2

10.2

8.7

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

高い やや低い 低い

56.6 24.3 19.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=5410)

高い やや低い 低い
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問５．地域での活動について 
※今回調査から「既に参加している」の選択肢を追加 

地域住民の有志によって，健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って，いきいきし

た地域づくりを進めるとしたら，あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思い

ますか。 
44.4 30.1

8.5  

 

地域住民の有志によって，健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って，いきいきし

た地域づくりを進めるとしたら，あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加

してみたいと思いますか。 
49.7 29.9

6.3  

 

問６．たすけあいについて 
 
友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。 

34.8 25.3
12.1  

 

  

8.5 7.0

11.2

44.4

51.6

30.1

28.0

9.9

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

既に参加している 是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

6.3 2.2

3.7

29.9

33.7

49.7

51.7

11.8

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

既に参加している 是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

12.1

11.8

34.8

35.6

25.3

24.4

11.4

10.5

10.1

9.8

6.3

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある
年に何度かある ほとんどない 無回答
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問７．健康について 
 
現在のあなたの健康状態はいかがですか。 

64.9 16.9 10.1
 

 

【うつ傾向の方】 
40.7  

 

問８．認知症にかかる相談窓口の把握について 
※今回調査からの新たな設問 

認知症の症状があるまたは家族に認知症の症状がある人がいますか。 
85.3 11.7  

 

認知症に関する相談窓口を知っていますか。 
60.8 36.0  

 

  

10.1

10.0

64.9

66.0

16.9

15.6

3.0

2.9

5.0

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

40.7

39.3

59.3

60.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（令和２年１月～３月）

前回調査（平成29年２月～３月）

該当 非該当

11.7 85.3 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=5410)

はい いいえ 無回答

36.0 60.8 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=5410)

はい いいえ 無回答
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（２）在宅介護実態調査の主な結果  

 
問. 世帯類型について、ご回答ください。 

41.8 30. 4 23. 1
 

 

問. 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。 
60 30.3 70 20.7 50 14.7
 

 

 
問. ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過去１

年の間に仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問

いません）。 
49.0

6.0
3.2  

 
 
問. 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらな

る充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。 
24.2

23.1 16.4  
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問. 主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。 
27.6

9.0 5.1  

 

 
問. 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等につい

て、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）。 
16.7 13.1

1.2  
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３．地域包括ケアシステムの現状と評価 

 
（１）地域包括ケアシステムのネットワークの強化  

 
● 地域包括支援センターの機能強化 

 
 

● 地域包括ケア会議の充実 

 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

地域ケア個別会議 実施回数 
49 回 

（157 事例） 

49 回 

（164 事例） 

49 回 

（204 事例） 

小地域ケア会議 設置数 25 支部 27 支部 29 支部 

 

● 地域包括支援センターを中心とした相談体制の充実 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

総合相談における訪問件数 4,098 件 3,204 件 3,065 件 

 
● 広報・情報提供の充実 
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（２）在宅医療・介護連携の推進  

 

○ 在宅医療と介護の提供体制の構築推進 

 

 

 

【在宅医療・介護連携推進事業 令和元年度実績】 

（１）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

各職種の代表と行政による代表者会議の開催と３つの専門部会を開催しています。 

①在宅医療・介護連携推進協議会 ２回 

②目的別専門部会 社会資源調査部会 ４回 

 医療連携検討部会 ４回 

 入退院支援ルール策定部会 ４回 

（２）地域の医療・介護の資源の把握 

市内の社会資源調査を行い情報発信を行っています。 

①医療機関・事業所のサービス提供体制等の調査を行って最新情報を収集し、津山市ホ

ームページで情報発信を行っています。 

②社会資源情報の活用状況調査を実施し、新たな情報発信方法等を検討・整理していま

す。 

（３）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進 

切れ目のない在宅医療・介護サービスの提供体制を検討しています。 

①入退院支援ルールの活用状況の実態調査や意識調査を行い、自宅・施設・病院間の流

れ等について最終調整し、津山市入退院支援ルール（第２版）の整理を完了しました。 

（４）医療・介護関係者の情報共有の支援 

医療介護従事者の連携をはかる情報共有ツール、基本情報の情報共有について検討・整

理しています。 

（５）医療・介護関係者の人材育成 

資質向上研修会 

多職種連携研修会 

２回 

２回 

（６）地域住民への普及啓発 

市民フォーラム １回 

（７）在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携 

関係市町村との連携を図るため、広域連携が必要な事項について検討・整理しています。 

（主体：美作保健所） 
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（３）地域共生社会の実現  

 
①地域共生に向けた地域福祉の推進 

 
○ 地域との連携 

NPO
 

 
 

○ 住民への啓発 

 

 
 

○ 地域交流の場の確保 

 
 

○ 人材の育成・確保 

 

 
 

○ 高齢者の見守り体制の構築 
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②生活支援サービスの体制整備 

 

 
 

生活支援サポーター事業実績 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

実施圏域数 ８圏域 ８圏域 ８圏域 

生活支援サポーター累計人数 172 人 195 人 246 人 

利用者数（実人数） 30 人 43 人 51 人 

利用回数 456 回 797 回 845 人 
 
③高齢者が活躍できる地域づくり 

○ シルバー人材センターへの支援（高齢者就労促進事業） 

 

 
 

シルバー人材センター会員数 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

男性会員 290 人 306 人 300 人 

女性会員 140 人 155 人 140 人 

合計 430 人 461 人 440 人 
 

○ ボランティア活動の推進 
NPO

 

 
 

○ 老人クラブ活動への支援 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

老人クラブ数 182 クラブ 181 クラブ 177 クラブ 

老人クラブ会員数 9,159 人 8,995 人 8,481 人 
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（４）生活環境・住環境の整備  

 
①安全で快適な生活環境の整備 

 

 

 

②高齢者の居住安定への支援 

 

 

③高齢者の交通施策の充実 

○ 交通体系の整備 

 

 

 

○ 交通安全教育の実施 

 

 

④火災の予防対策 

 

 

⑤災害時の支援体制の整備 
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４．健康づくりの現状と評価 

 
（１）栄養・食生活  

 

 

 
 
（２）身体活動・運動  

 

 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

ノルディックウォーク体験会 

（こけないからだ講座にて） 
26 地区 25 地区 ７地区 

めざせ元気！！こけないからだ講座 

実施箇所数 
202 箇所 209 箇所 216 箇所 

ふらっとカフェ設置箇所数 ７箇所 18 箇所 28 箇所 

 

（３）歯と口の健康  

8020

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

歯とお口の健康相談利用者数 139 人 152 人 214 人 
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（４）たばこ・アルコール  

 

 

 
 
（５）健康管理  

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

特定保健指導利用率 

動機付け支援 16.2％ 14.8％ 20.6％ 

積極的支援 16.3％ 22.1％ 13.3％ 

糖尿病予防教室参加人数 74 人 128 人 40 人 

 

 
（６）休養・こころの健康づくり  

 

 

 
 

事業実績 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

自殺予防セミナー参加人数 167 人 157 人 168 人 

市民ロビー展示回数 ２回 ２回 ２回 
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５．地域支援事業の現状と評価 

 
（１）介護予防・日常生活支援総合事業  

 
①一般介護予防事業 

 
!!

 

 

 

 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

めざせ元気！！ 

こけないからだ講座 

実施箇所数 202 箇所 209 箇所 216 箇所 

参加者数 

（実人数） 
3,903 人 3,874 人 3,837 人 

参加者数 

（延人数） 
109,481 人 110,434 人 104,278 人 

ふらっとカフェ設置箇所数 ７箇所 18 箇所 28 箇所 
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②介護予防・生活支援サービス事業 

 
 
○ 訪問型サービス 

 
 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

介護予防訪問サービス 

（現行型訪問サービス） 

36 箇所 

2,605 人 

26 箇所 

2,416 人 

25 箇所 

2,260 人 

生活支援サポーター訪問サービス 

（住民参加型訪問サービス） 

８箇所 

169 人 

８箇所 

382 人 

８箇所 

345 人 

専門職応援訪問サービス 

（短期集中型訪問サービス） 

直営 

４人 

直営 

４人 

直営 

１人 

(上段）事業所数、(下段）延べ利用人員 

 

○ 通所型サービス 
 

 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

介護予防通所サービス 

（現行型通所サービス） 

44 箇所 

4,794 人 

39 箇所 

4,211 人 

38 箇所 

1,476 人 

ふれあい交流通所サービス 

（基準緩和型通所サービス） 

４箇所 

59 人 

５箇所 

270 人 

９箇所 

419 人 

元気いきいき通所サービス 

（短期集中型通所サービス） 

３箇所 

31 人 

４箇所 

47 人 

10 箇所 

511 人 

(上段）事業所数、(下段）延べ利用人員 

 

○ 介護予防ケアマネジメント 
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（２）認知症施策の推進  
 
①認知症についての知識・理解の向上 

 

 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

認知症サポーター 

養成講座 

実施回数 47 回 47 回 48 回 

受講人数 

（年度養成数） 
1,093 人 1,167 人 1.328 人 

認知症キャラバンメイト 

養成講座 

実施回数 １回 ０回 ０回 

受講人数 

（年度養成数） 
41 人 ０人 ０人 

世界アルツハイマーデー 

認知症フォーラム 

実施回数  １回 １回 

参加人数  340 人 450 人 

 
②認知症の相談・支援体制の整備 

 
36

 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

認知症初期集中支援チーム 

新規支援ケース数 
24 人 29 人 23 人 
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③見守りシステムの構築 

✿  

 

 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

つやま見守ろうねット協定事業者数 52 事業所 53 事業所 59 事業所 

認知症高齢者等 

SOS メール事業 

事前登録者数 ２人 12 人 23 人 

協力者数 1,867 人 3,014 人 4,028 人 

認知症あったか声かけ模擬訓練 

開催回数 
２回 ４回 ２回 

 

④認知症の人やその家族への支援 
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（３）包括支援事業  
 

○ 総合相談支援業務 

 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

総合相談 11,479件 9,119件 8,627件 

内訳 

来所 1,003件 964 件 846件 

電話 4,928件 4,104件 4,368件 

訪問 4,098件 3,204件 3,065件 

その他 1,450件 847件 360件 

実態把握 1,549件 1,263件 488 件 
 

○ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

 

 
 

情報交換会 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

実施回数 ３回 ３回 ２回 

延べ参加者数 244 人 217 人 140 人 
 

○ 地域包括支援センターの運営管理 

 
 

（４）任意事業  

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

食の自立支援サービス 

（配食サービス） 

利用者数 24 人 21 人 12 人 

配食数 2,169 食 1,561 食 1,545 食 

家族介護教室 
開催回数 １回 ８回 ４回 

受講人数 120 人 148 人 117 人 

家族介護慰労金支給事業 支給人数 ３件 ４件 ３件 

成年後見制度利用支援事業 
支給件数 19 人 19 人 28 人 

金額 4,007 千円 3,954 千円 5,845 千円   
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６．高齢者福祉サービスの現状と評価 

 
（１）高齢者の日常生活支援  

 

○ 生活管理指導短期宿泊事業（ショートステイサービス） 

 
 

○ 緊急通報装置の貸与 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

緊急通報装置貸与件数 14 件 16 件 16 件 
 

○ 住宅改造助成事業（住宅改修・改造） 

 

 
 

助成件数 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

要介護３～５ ３件 ４件 ４件 

要介護１～２、及び要支援 ６件 ３件 １件 

合計 ９件 ７件 ５件 
 

○ ふれあい収集 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

利用者数 ６名 ６名 ７名 

 

○ 敬老事業 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

100 歳訪問者数 30 人 34 人 39 人 
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○ 介護用品支給事業 

 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

登録者数 218 名 196 名 194 名 

 

（２）高齢者の権利擁護  
 
○ 高齢者虐待防止事業 

 

 

 
 

地域包括支援センター相談対応件数 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

高齢者虐待相談対応件数 
実対応件数 34 件 50 件 52 件 

延べ対応件数 1,781 件 1,962 件 1,034 件 

内訳（重複有り） 

身体的 464 件 621 件 426 件 

経済的 463 件 438 件 170 件 

心理的 475 件 559 件 312 件 

介護放棄・放任 379 件 344 件 126 件 

 

高齢者虐待認定件数 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

養護者等による虐待 33 件 25 件 28 件 

介護施設従事者等による虐待 ０件 １件 ３件 

合計（件） 33 件 26 件 31 件 

 
○ 成年後見制度の利用推進 

29 4
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区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

市民後見人登録者数 ４人 ５人 １人 

市民後見人登録者延数 29 人 34 人 35 人 

成年後見市長申立件数 ７件 ６件 ３件 
 

○ 悪質商法等の被害予防 

 

 

 

 
 

（３）福祉施設等の充実  
 

● 養護老人ホーム 

 
 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

各年度４月１日現在入所者数 146 人 144 人 139 人 
 

● 高齢者生活福祉センター 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

利用者数 ９人 ６人 ９人 

延べ利用者数 1,599 人 1,490 人 1,038 人 
 

● 福祉関係入浴施設 

 
 

区分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

阿波保健センター利用者数 37,612 人 33,929 人 31,578 人 

高齢者総合福祉施設「めぐみ荘」利用者数 57,622 人 55,932 人 54,837 人 
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７．介護保険サービスの現状と評価 

 
（１）人口・高齢化率等  

 
【本市の人口・高齢化率等】 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

総人口 

実績（人） 101,604 100,714 99,994 

推計（人） 101,490 100,595 99,624 

実績／推計 100.1% 100.1% 100.4% 

高齢者人口 

実績（人） 30,354 30,539 30,739 

推計（人） 30,408 30,563 30,614 

実績／推計 99.8% 99.9% 100.4% 

 

前期高齢者 

実績（人） 14,543 14,478 14,643 

推計（人） 14,587 14,551 14,658 

実績／推計 99.7% 99.5% 99.9% 

後期高齢者 

実績（人） 15,811 16,061 16,096 

推計（人） 15,821 16,012 15,956 

実績／推計 99.9% 100.3% 100.9% 

高齢化率 
実績（人） 29.9% 30.3% 30.7% 

推計（人） 30.0% 30.4% 30.7% 

資料：住民基本台帳（各年 10 月１日現在） 

 

【日常生活圏域ごとの高齢化率の推移】 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

東部圏域 25.31% 25.78% 26.33% 

西部圏域 29.42% 29.84% 30.15% 

南部圏域 34.64% 34.87% 35.56% 

北部圏域 23.53% 23.94% 24.25% 

中央部圏域 32.01% 32.51% 32.67% 

加茂・阿波圏域 42.46% 43.48% 44.14% 

勝北圏域 36.29% 36.94% 37.46% 

久米圏域 38.75% 39.60% 40.59% 

津山市全域（％） 29.87% 30.32% 30.74% 

資料：住民基本台帳（各年 10 月１日現在） 
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（２）認定者数及び認定率の状況  

 
【第７期計画期間中における認定者数の実績と推計】 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

要
支
援 

要支援１ 

実績（人） 777 783 806 

推計（人） 717 719 721 

実績／推計 108.4% 108.9% 111.8% 

要支援２ 

実績（人） 816 773 744 

推計（人） 731 733 735 

実績／推計 111.6% 105.5% 101.2% 

計 

実績（人） 1,593 1,556 1,550 

推計（人） 1,448 1,452 1,456 

実績／推計 110.0% 107.2% 106.5% 

要
介
護 

要介護１ 

実績（人） 1,400 1,421 1,416 

推計（人） 1,342 1,354 1,358 

実績／推計 104.3% 104.9% 104.3% 

要介護２ 

実績（人） 1,048 1,065 984 

推計（人） 1,115 1,123 1,126 

実績／推計 94.0% 94.8% 87.4% 

要介護３ 

実績（人） 824 795 802 

推計（人） 840 855 867 

実績／推計 98.1% 93.0% 92.5% 

要介護４ 

実績（人） 765 820 754 

推計（人） 719 732 738 

実績／推計 106.4% 112.0% 102.2% 

要介護５ 

実績（人） 768 720 741 

推計（人） 810 823 830 

実績／推計 94.8% 87.5% 89.3% 

計 

実績（人） 4,805 4,821 4,697 

推計（人） 4,826 4,887 4,919 

実績／推計 99.6% 98.6% 95.5% 

合計 

実績（人） 6,398 6,377 6,247 

推計（人） 6,274 6,339 6,375 

実績／推計 102.0% 100.6% 98.0% 

資料：介護保険事業状況報告月報（各年９月末現在） 

 
【第７期計画期間中における認定率の実績と推計】 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

認定率（第１号被保険者） 
実績 20.8% 20.6%  

推計 20.3% 20.5% 20.5% 

資料：住民基本台帳（各年 10 月１日現在）及び介護保険事業状況報告月報（各年９月末現在） 
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（３）介護サービス給付費の状況 

 
○ 第７期計画期間中における介護予防サービス等の給付費の実績と推計 
 
ア 介護予防サービス 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護予防訪問介護 

実績 186  0   

推計      

実績／推計      

介護予防訪問入浴介護 

実績 0 0   

推計 0 0 0 

実績／推計      

介護予防訪問看護 

実績 4,082 3,738   

推計 2,987 2,988 2,988 

実績／推計 136.7% 125.1%   

介護予防訪問リハビリテーション 

実績 524 119   

推計 0 0 0 

実績／推計      

介護予防居宅療養管理指導 

実績 752 864   

推計 657 657 657 

実績／推計 114.5% 131.5%   

介護予防通所介護 

実績 223  0   

推計      

実績／推計      

介護予防通所リハビリテーション 

実績 96,104 111,406   

推計 71,481 71,958 72,186 

実績／推計 134.4% 154.8%   

介護予防短期入所生活介護 

実績 2,698 4,177   

推計 1,867 1,868 1,868 

実績／推計 144.5% 223.6%   

介護予防短期入所療養介護（老健） 

実績 629 327   

推計 412 412 412 

実績／推計 152.7% 79.4%   

介護予防短期入所療養介護 

（介護療養型医療施設等） 

実績 0 0   

推計 0 0 0 

実績／推計      

介護予防短期入所療養介護（介護医療

院） 

実績 0  0   

推計       

実績／推計       
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区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護予防特定施設入居者生活介護 

実績 32,143 26,989   

推計 29,478 29,492 29,492 

実績／推計 109.0% 91.5%   

介護予防福祉用具貸与 

実績 19,689 23,815   

推計 15,479 15,523 15,576 

実績／推計 127.2% 153.4%   

特定介護予防福祉用具購入費 

実績 3,170 3,119   

推計 3,265 3,265 3,265 

実績／推計 97.1% 95.5%   
 
イ 地域密着型介護予防サービス 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護予防認知症対応型通所介護 

実績 0 0   

推計 0 0 0 

実績／推計      

介護予防小規模多機能型住居介護 

実績 16,112 17,913   

推計 6,754 6,757 6,757 

実績／推計 238.6% 265.1%   

介護予防認知症対応型共同生活介護 

実績 2,017 2,581   

推計 4,779 4,781 4,781 

実績／推計 42.2% 54.0%   
 
ウ 介護予防住宅改修 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護予防住宅改修 

実績 15,371 15,660   

推計 12,194 12,194 12,194 

実績／推計 126.1% 128.4%   
 
エ 介護予防支援 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護予防支援 

実績 29,653 33,220   

推計 32,403 32,524 32,629 

実績／推計 91.5% 102.1%   
 
【介護予防サービス等給付費の合計】 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

合計（ア～エ） 

実績 223,353 243,928   

推計 181,756 182,419 182,805 

実績／推計 122.9% 133.7%   
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○ 第７期計画期間中における居宅サービス・施設サービス等の給付費の実績と推計 
 
ア 居宅サービス 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

訪問介護 

実績 525,620 568,835   

推計 509,440 522,044 529,464  

実績／推計 103.2% 109.0%   

訪問入浴介護 

実績 19,400 18,065   

推計 25,006 26,229 27,534  

実績／推計 77.6% 68.9%   

訪問看護 

実績 131,129 133,134   

推計 130,838 134,578 137,186  

実績／推計 100.2% 98.9%   

訪問リハビリテーション 

実績 9,947 9,532   

推計 10,319 10,324 10,907  

実績／推計 96.4% 92.3%   

居宅療養管理指導 

実績 20,647 22,354   

推計 21,582 21,919 22,101  

実績／推計 95.7% 102.0%   

通所介護 

実績 787,321 776,938   

推計 796,076 811,415 820,612  

実績／推計 98.9% 95.8%   

通所リハビリテーション 

実績 471,897 468,296   

推計 515,350 520,231 521,629  

実績／推計 91.6% 90.0%   

短期入所生活介護 

実績 257,380 247,899   

推計 204,238 208,704 213,138  

実績／推計 126.0% 118.8%   

短期入所療養介護（老健） 

実績 72,994 76,932   

推計 82,911 83,860 86,737  

実績／推計 88.0% 91.7%   

短期入所療養介護 

（介護療養型医療施設等） 

実績 0 0   

推計 0 0 0  

実績／推計     

短期入所療養介護（介護医療院） 

実績 0 0   

推計     

実績／推計     

特定施設入居者生活介護 

実績 568,575 574,956   

推計 581,603 581,864 581,864  

実績／推計 97.8% 98.8%   
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区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

福祉用具貸与 

実績 199,836 204,973  

推計 203,847 208,844 212,367 

実績／推計 98.0% 98.1%  

特定福祉用具購入費 

実績 10,898 10,322  

推計 11,588 11,985 11,985 

実績／推計 94.0% 86.1%  
 
イ 地域密着型サービス 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

定期巡回・随時対応型訪問看護 

実績 0 0  

推計 0 0 0 

実績／推計    

夜間対応型訪問看護 

実績 0 0  

推計 0 0 0 

実績／推計    

認知症対応型通所看護 

実績 55,787 57,268  

推計 52,362 54,787 54,787 

実績／推計 106.5% 104.5%  

小規模多機能型居宅介護 

実績 219,902 208,398  

推計 225,548 232,773 238,806 

実績／推計 97.5% 89.5%  

認知症対応型共同生活介護 

実績 934,197 934,549  

推計 931,330 931,747 931,747 

実績／推計 100.3% 100.3%  

地域密着型 

特定施設入居者生活介護 

実績 219,734 225,908  

推計 215,079 215,175 215,175 

実績／推計 102.2% 105.0%  

地域密着型 

介護老人福祉施設入所者生活介護 

実績 0 0  

推計 0 0 0 

実績／推計    

看護小規模多機能型居宅介護 

実績 0 269  

推計 0 0 0 

実績／推計    

地域密着型通所介護 

実績 279,581 300,842  

推計 339,748 345,971 349,530 

実績／推計 82.3% 87.0%  
 
ウ 住宅改修 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

住宅改修 

実績 23,320 21,282  

推計 25,115 26,080 26,080 

実績／推計 92.9% 81.6%  
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エ 居宅介護支援 
区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

居宅介護支援 

実績 354,362 366,097   

推計 370,257 374,643 377,230  

実績／推計 95.7% 97.7%   

 

オ 介護保険施設サービス 
区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護老人福祉施設 

実績 2,108,408 2,173,102  

推計 2,056,301 2,057,221 2,057,221 

実績／推計 102.5% 105.6%  

介護老人保健施設 

実績 1,289,696 1,206,437  

推計 1,231,488 1,232,040 1,232,040 

実績／推計 104.7% 97.9%  

介護療養型医療施設 

実績 52,616 27,821  

推計 26,337 26,349 26,349 

実績／推計 199.8% 105.6%  

介護医療院 

実績 16,045 142,363  

推計 0 0 0 

実績／推計    

 

【居宅サービス・施設サービス等の給付費の合計】 
区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

合計（ア～オ） 

実績 8,629,292 8,776,572  

推計 8,566,363 8,638,783 8,684,489 

実績／推計 100.7% 101.6%  
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○ その他費用 

（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

特定入所者介護サービス費 

実績 341,663 343,520   

推計 354,933 363,083 369,496 

実績/推計 96.3% 94.6%   

高額介護サービス費 

実績 195,033 207,764   

推計 190,924 195,308 198,758 

実績/推計 102.2% 106.4%   

高額医療合算介護サービス費 

実績 9,365 36,323   

推計 35,433 36,246 36,886 

実績/推計 26.4% 100.2%   

審査支払手数料 

実績 8,339 9,940   

推計 9,576 9,652 9,728 

実績/推計 87.1% 103.0%   

その他費用合計 

実績 554,400 597,547   

推計 590,866 604,289 614,868 

実績/推計 93.8% 98.9%   

 

○  地域支援事業 
（単位：千円） 

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

介護予防・日常生活支援 

総合事業費 

実績 188,338 133,232   

推計 233,128 234,908 235,581 

実績/推計 80.8% 56.7%   

包括的支援事業・任意事業費 

実績 175,032 184,815   

推計 259,513 261,496 262,825 

実績/推計 67.4% 70.7%   

地域支援事業費用合計 
実績 363,370 318,047   

推計 492,641 496,404 498,406 
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（３）介護保険サービス事業者の状況  

 

 

● 居宅介護支援事業者 

 
区分 事業者数 

事業者数 41 事業所 
 
● 介護予防支援事業者 

 
区分 設置箇所 

津山市地域包括支援センター １箇所 

サブセンター ８箇所 
 
● 在宅サービス 

サービスの種類 事業者数 

訪問介護 28 事業所 

訪問入浴介護 ３事業所 

訪問看護 89 事業所 

訪問リハビリテーション 71 事業所 

通所介護（デイサービス） 22 事業所 

通所リハビリテーション（デイケア） 148 事業所 

短期入所生活介護（ショートステイ） 11 施設 

短期入所療養介護（ショートステイ） 15 施設 

特定施設入居者生活介護 10 施設 

認知症対応型共同生活介護 20 事業所 

地域密着型通所介護 19 事業所 

認知症対応型通所介護 ３施設 

小規模多機能型居宅介護 ７施設 

地域密着型特定施設入居者生活介護 ４施設 

福祉用具の貸与・購入 ９社 
 
● 施設サービス 

サービスの種類 事業者数 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） ９施設 

介護老人保健施設（老人保健施設） ６施設 

介護療養型医療施設（療養型病床群等） ０施設 

介護医療院 １施設 
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第３章 計画の基本的な考え方 
 

１．第８期計画策定のポイント 

 

（１）国の基本指針における第８期計画において記載を充実する事項  

 
 

 2025 2040  
  
  
  
  
  
  

 

（２）介護保険制度改定の方向性  
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２．基本理念 
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３．基本目標 

 
基本目標１ 地域包括ケアシステムの構築 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
基本目標２ 健康づくりの推進 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
基本目標３ 地域支援事業の推進 
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基本目標４ 高齢者福祉サービスの充実 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
基本目標５ 介護保険サービスの充実 
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４．施策の体系 
 

 

基本目標１ 地域包括ケアシステムの構築

（１）地域包括ケアシステムのネットワーク強化

（２）在宅医療・介護連携の推進

（３）地域共生社会の実現

（４）安全な生活環境の整備

基本目標２ 健康づくりの推進

（１）栄養・食生活

（２）身体活動・運動

（３）歯と口の健康

（４）たばこ・アルコール

（５）健康管理

（６）休養・こころの健康づくり

基本目標３ 地域支援事業の推進

（１）介護予防・日常生活支援総合事業

（２）認知症施策の推進

（３）包括的支援事業

（４）任意事業

基本目標５ 介護保険サービスの充実

（１）居宅サービス及び施設・居住系サービス確保のための方策

（２）地域密着型サービス確保のための方策

（３）介護保険事業の円滑な運営

基本目標４ 高齢者福祉サービスの充実

（１）高齢者の日常生活支援

（２）高齢者の権利擁護

（３）福祉施設等の充実

高
齢
者
が

で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で

は
つ
ら
つ
暮
ら
せ
る

支
え
合
い
の
ま
ち

つ
や
ま

基本理念
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第４章 計画の取組 
 

１．地域包括ケアシステムの構築 

 
 
【国の示す地域包括ケアシステムのイメージ図】 

 
（１）地域包括ケアシステムのネットワーク強化  

 
 
①地域包括支援センターの機能強化 

 
 
②地域包括ケア会議の充実 

 

 
 

事業 取組の方向性 

小地域ケア会議の実施 

地域住民が主体となり、地域の課題を検討し、専門職、行政等ととも

に課題解決につなげている「小地域ケア会議」について、市内全域（連

合町内会 44 支部）での開催を目指して推進していきます。 

また、既設の地域においても、新型コロナウイルスに対応した新た

な生活様式に合わせた形での会議の開催支援や、生活様式の変化等に

各地域において対応していくための対策を検討し、支援も行っていき

ます。 
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事業 取組の方向性 

地域ケア個別会議の実施 

地域においてその人らしい自立した日常生活を営むために必要な支

援に関するプラン検討を、地域、関係機関及び専門職が共に考え、そ

の支援方法を介護支援専門員や介護サービス事業者とも共有するため

の「地域ケア個別会議」において、サービスの質の向上を目指します。 

 
③地域包括支援センターを中心とした相談体制の充実 

 

 

 
④広報・情報提供の充実 

 

 

 

 
⑤地域包括ケアシステムを支える人材確保及び資質向上への支援 

 

 

 

事業 取組の方向性 

人材確保への支援 

岡山県福祉・介護人材確保推進協議会やハローワーク等と連携し、情

報収集・発信を行っていきます。 

県と連携しながら新規介護人材の確保及び介護人材の定着支援を両

輪で進めます。 

加えて、住民主体の取組への積極的な支援を行い、地域における担い

手の確保と課題解決能力の向上を図ります。 

資質向上への支援 

在宅医療・介護連携推進事業において開催する研修会等、様々なスキ

ルアップのための機会を確保し、資質向上につなげていきます。 

併せて、多職種・同職種間の連携を強化し、顔の見える関係性づくり

を進める事で、互いに質の高いサービス提供を目指す仲間づくりへの支

援を行っていきます。 
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【津山市地域包括ケアシステム イメージ図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福祉教育・地域づくり ふれあいサロン 

こけないからだ講座 

ふらっとカフェ 

ボランティア講座 

認知症サポ講座 

出前講座 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

支援を必要とする人 

共助 

自助 

近助 

地
域
の
課
題 

 
 

公助 

専門職支援 

小地域ケア会議 

NPO 

社会福祉協議会 

支部活動団体 
まちづくり協議会 

地域住民自治協議会など 

早
期
発
見 

早
期
対
応 

地域ケア個別会議 
市関係部署、医療機関 

 
介護（予防）支援事業所 
地域包括支援センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

地域包括支援センター 
サブセンター 

ワンストップ機能 

※ 津山市では、地域ケア会議について、個別のケース検討を行うものを「個別地域ケア会議」、
市全体レベルで開催するものを「地域包括ケア会議」と表現しています。 

社会資源改善・開発 

活動評価 

事 業 評 価 部 会 

地域システム部会 権利擁護センター 地域包括ケア会議 

 

連携強化 

介護者の会 
その他当事者の会 

美作大学 

金融機関 

商店・スーパー 
津山警察署 
駐在所 

津山消防署 

郵便局 

薬局 

新聞配達業者 
移動販売業者 

駅・タクシー 

市関係部署 

津山市医師会 
医療機関 

美作県民局 
美作保健所 

各種専門職 

介護保険施設 

居宅介護（予防） 
支援事業所 

介護（予防）サービス

事業所 

司法関係者 

福祉部会 

連携 
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（２）在宅医療・介護連携の推進  

 
 
①在宅医療と介護の提供体制の構築推進 

 
 

事業 取組の方向性 

地域の医療・介護の資

源の把握 

地域の医療機関、介護事業者等の住所、相談・連絡窓口、サービス内

容等を把握し、関係者同士が連携しやすいよう支援していきます。また、

住民に向けたマップなどを作成し、在宅医療や介護についての普及啓発

を行っていきます。 

在宅医療・介護連携の

課題と抽出の対応策

の検討 

地域の医療・介護関係者等が参画する在宅医療・介護連携推進協議会

を開催し、在宅医療・介護連携の現状と課題の抽出及び対応策等の検討

を行っていきます。 

医療・介護関係者の情

報共有の支援 

個人の基本情報や、連携シート、情報共有ツールを整備し、医療・介

護関係者間の情報共有を支援します。また、津山市入退院支援ルールの

活用を推進し、入院・転院・退院時における医療と介護の連携体制の構

築を図ります。 

相談支援 

地域の医療・介護関係者、地域包括支援センター等からの、在宅医療、

介護サービスに関する事項の相談を受け、関係機関につなげていきま

す。 

在宅医療支援 

津山市医師会の協力を得て、診療時間外等の緊急対応、看取り体制等、

在宅医療支援の体制整備を推進します。 

また、医療ニーズと介護ニーズを併せ持つ高齢者の増加に伴い自宅で

の慢性疾患の療養やターミナルケア等の支援を推進するため、在宅医療

の充実を図るとともに、医療機関との連携を強化し、地域の医療情報の

収集と提供を図ります。 

かかりつけ医の普及 

かかりつけ医は、診療の他に地域住民との信頼関係を構築し、健康相

談、健診・がん健診、母子保健、学校保健、産業保険、地域保健等の地

域における医療を取り巻く社会的活動、行政活動に積極的に参加すると

ともに保健・介護・福祉関係者との連携を行うことで地域の高齢者が少

しでも長く地域で生活出来るよう在宅医療を推進することが求められ

ています。 

このため、かかりつけ医の活動支援体制を充実し、地域住民がかかり

つけ医を持つことが出来るよう普及啓発に努めます。 
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②医療・介護関係者のネットワークづくり 

 

 
 

事業 取組の方向性 

研修会の開催 

医療・介護関係者資質向上研修会や多職種連携研修会を開催し、関係

者の顔のわかる関係を深める取組を行います。 

オンライン会議の活用、分散会場形式での開催など、新たな形での資

質向上及び顔のわかる関係づくりのための研修会実施を検討していき

ます。 

 
③地域住民への普及啓発 

 
 

事業 取組の方向性 

市民フォーラム 

在宅医療やアドバンス・ケア・プランニング（人生の終末期においてあ

なたが望む医療やケアについて、前もって考え、繰り返し話し合い共有す

る取組）など、必要に応じたテーマを設定して、普及啓発を行います。 

フォーラムの開催方法についても、新型コロナウイルス対策を考慮し

た形で実施できるようにしていきます。 

出前講座（健康教育） 出前講座等で地域へ出向いての普及啓発にも取り組んでいきます。 

 

 

  



第４章 計画の取組 

57 
 

（３）地域共生社会の実現  

 
 
①地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進 

 
 

事業 取組の方向性 

地域との連携 

民生委員、愛育委員・栄養委員等の地域住民を主体とした自主的な

取組や、ボランティア、NPO、福祉サービス事業者、商工業、企業、農

家等、地域で活動する様々な方との連携を図り、高齢者に対して包括

的かつ継続的なサービスが提供できるように努めます。 

住民への啓発 

学習会や講演会、高齢者との交流会等の開催により住民の福祉意識

の高揚を図り、地域における福祉活動への参加を促進します。 

高齢者だけでなく、幅広い年齢層への啓発も進めていきます。 

地域の交流の場の確保 

地域支援の環境づくりや高齢者等の地域交流を進めるためには、高

齢者が集える場所が必要です。ふれあいサロンの他、公的施設や空き

家・空き店舗等の有効活用など、地域交流の場の確保に取り組みます。 

人材の育成・確保 

ボランティアや地域リーダーの育成とネットワーク化を推進するた

め、津山市社会福祉協議会と協力し、ボランティア活動に必要な知識

や専門的技術を身につける研修会等を実施するとともに、市民がボラ

ンティアや NPO 活動に参加しやすい環境の整備にも努めます。 

高齢者の見守り体制の

構築 

「市民の健康と福祉のまちづくり推進会議」の活動強化に向けた支

援に加えて、民生委員と地域包括支援センター等が連携しての見守り

活動、「こけないからだ講座」及び「ふらっとカフェ」等の活動の推進

による居場所を通じての相互見守り体制の強化を図ります。 

また、日頃から住民と接する機会の多い企業や事業者が業務の中で

地域の高齢者を見守る「つやま見守り協定」の輪を広げていきます。 

 
②生活支援サービスの体制整備 

 

 
 

事業 取組の方向性 

生活支援サポーターの

養成 

元気高齢者等を対象に生活支援の担い手になる生活支援サポーター

の養成を引き続き行います。 

生活支援コーディネー

ター 

日常生活圏域ごとに、地域ニーズの把握、サポーターの養成、地域資

源の開発やそのネットワーク化などを行う「生活支援コーディネータ

ー」を配置し、地域に応じた支援を進めていきます。 

情報共有・連携強化 
「定期的な情報の共有・連携強化の場」を設けて、多様な主体間の情

報共有及び連携・協働による資源開発等を推進するよう支援します。 
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③高齢者が活躍できる地域づくり 

 
 

事業 取組の方向性 

シルバー人材セン

ターへの支援 

シルバー人材センターの活動を継続して支援するとともに、ワンコイン

サービス等、生活支援サービスの担い手としての活動についても連携を図

ります。 

また、子育て、介護分野など人手不足となっている分野で活躍して頂く

ための支援も推進します。 

ボランティア活動

の推進 

ボランティア活動の基本的な知識に関する講座を開催するなど地域づく

りの担い手としての意識を市民へ啓発し、活動へ参加するきっかけづくり

を進めていきます。 

老人クラブ活動へ

の支援 

老人クラブが行う社会活動への体験参加、生きがいづくり、健康づくり・

介護予防などの活動や、子どもの登下校の見守り、子ども会や児童クラブ

などとの世代間交流活動について積極的に支援します。 

また、クラブ間の連携や情報共有への支援を行い、各地域においての活

動を維持していくための支援を進めます。 

高齢者の就労への

支援 

様々な形での就労を通して高齢者の社会参加促進のために、就労的活動

支援コーディネーターの配置を検討していきます。 
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（４） 安全な生活環境の整備  

 
 
①安全で快適な生活環境の整備 

 

 

②高齢者の居住安定への支援 

 
 

③高齢者の交通施策の充実 

 

 

 
 

 
④火災の予防対策 
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⑤災害時の支援体制の整備 

 

 

 

 

 

⑥感染症対策と支援体制の整備 
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２．健康づくりの推進 

 
（１）栄養・食生活  

 

 
 

第２次健康つやま 21 における目標 令和４年度末目標値 

主食・主菜・副菜をそろえて食べる回数が増える 朝・昼・夕の合計が 15.5 回／週以上 

 
（２）身体活動・運動  

 
 

第２次健康つやま 21 における目標 令和４年度末目標値 

日常生活を活発に送っていると感じる人が増える 80％以上 

健康情報を気軽に入手できると感じる人が増える 50％以上 

こけないからだ講座に参加している人が増える 220 箇所以上 4200 人以上参加 

運動習慣者が増える 50％以上 

足腰に痛みのない人が増える 腰痛 20％以下、手足の痛み 15％以下 

 
（３）歯と口の健康  

 
 

第２次健康つやま 21 における目標 令和４年度末目標値 

歯の健康に気をつけている人が増える 60％以上 

 
（４）たばこ・アルコール  

 
 

第２次健康つやま 21 における目標 令和４年度末目標値 

健康のために禁煙できる人が増える 

（喫煙をやめたい人がやめる） 
成人期の喫煙率：12％以下 

お酒の適量が分かり、楽しくお酒を飲む人が増え

る 

適量飲酒している人が現状（60.8％）より増え

る  
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（５）健康管理  

 

 

 
 

第２次健康つやま 21 における目標 令和４年度末目標値 

市が実施するがん検診を受ける人が増える 30％以上 

特定健康診査を受ける人が増える 60％以上 

特定保健指導を受ける人が増える 60％以上 

血糖コントロールができている人の割合が増える 99.5％維持 

糖尿病性腎症による新規透析導入者が減る （年間）35 人以下 

 
（６）休養・こころの健康づくり  

 

 
 

第２次健康つやま 21 における目標 令和４年度末目標値 

一人で悩まず相談できる人が増える 75％以上 

自分にあった気分転換ができる人が増える 80％以上 

睡眠による休養を十分にとれている人が増える 80％以上 

身近に集える場所があり、周囲の人との交流を図る

ことのできる人が増える 

ふれあいサロン開設：増加 

こけないからだ講座実施地区：増加 

こころの不調に気づき、支え手になることのできる

人が増える 
80％以上 
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３．地域支援事業の推進 
 

（１）介護予防・日常生活支援総合事業  

 

 
 
①一般介護予防事業 

 
 

事業 取組の方向性 

介護予防把握事業 

関係機関との連携や地域への訪問を通じて、効果的かつ効率的

な地域の情報把握に努めます。 

また、閉じこもり等の何らかの支援が必要な人を早期に把握する

ため、小地域ケア会議に参加し、地域住民や関係機関と連携を密

にし、早期発見・早期対応できる体制を充実させていきます。 

介護予防普及啓発事業 
介護予防事業について、パンフレット等の広報活動や、講座を実

施し、事業に関する理解と普及啓発に努めます。 

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業 

めざせ元気！！ 

こけないからだ講座 

「めざせ元気！！こけないからだ講座」は、地域の仲間と一緒に

体操し、介護予防、認知症・閉じこもり予防に加えて、住民同士の

見守り活動の役割も兼ねて住民主体で運営しています。各種専門

職による健康教育などの効果的な取組を継続していきます。 

この講座は、みんなで集まって行う事を前提としており、新型コ

ロナウイルス感染予防に配慮した、新しい生活様式を踏まえた活

動への支援を行い、未実施地区への働きかけも並行して進めます。 

また、講座の運営の担い手となる、お世話役の養成の仕組みづく

りも検討していきます。 

加えて、講座の会場まで行けない、外出を控えている方などに対

しても、自宅で運動を促すために、インターネット等を活用して

広報活動を進めます。 

ふらっとカフェ 

講座より細かな単位で高齢者の居場所づくりとして実施してい

る、「ふらっとカフェ」についても、新型コロナウイルス感染予防

に配慮した、新しい生活様式を踏まえた活動への支援を行い、既

存の活動を続けて頂けるようにするとともに、新規設置への支援

も並行して進めます。 

地域リハビリテーション活

動支援事業 

介護予防の取組にリハビリ専門職を活用し、各種事業を効果的

に実施していきます。具体的には「めざせ元気！！こけないから

だ講座」への作業療法士の参加や地域ケア個別会議へのリハビリ

専門職の参加により技術的助言を行うなどの支援体制を維持して

いきます。 

高齢者の保健事業と介護予

防の一体的な実施 

こけないからだ講座等において、フレイル（虚弱）や低栄養など

の地域特性や課題に合わせた講座メニューを加え、把握できた方

の個別的な重度化防止を行うなど、保健事業の取組を展開してい

きます。 
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②介護予防・生活支援サービス事業 

 

 
 

 
 

 

事業 内容 

介護予防訪問サービス 

（現行型訪問サービス） 

ホームヘルパーが居宅を訪問し、食事・入浴・排せつ

の介助など身体介護や掃除・洗濯・調理などの自立に向

けた生活援助を行います。 

生活支援サポーター訪問サービス 

（緩和型住民参加型訪問サービス） 

生活支援サポーターが居宅を訪問し、ゴミ出しや掃除

など簡易な家事援助を行います。 

専門職応援訪問サービス 

（短期集中型訪問サービス） 

リハビリ専門職や栄養士などの専門職が居宅を訪問

し、日常生活動作、栄養改善などの助言や指導を行いま

す。 

 
 

 
 

事業 内容 

介護予防通所サービス 

（現行型通所サービス） 

通所介護施設（デイサービスセンター）で、食事・入

浴・排せつの介助、生活機能の維持・向上のための機能

訓練を行います。 

ふれあい交流通所サービス 

（基準緩和型通所サービス） 

通所介護施設（デイサービスセンター）などで、日常

生活上の支援や生活機能の維持・向上のための機能訓練、

レクリエーションなどを行います。 

元気いきいき通所サービス 

（短期集中型通所サービス） 

通所介護施設（デイサービスセンター）などで、食事・

入浴などの日常生活上の支援・改善及び買い物や洗濯な

どの生活機能の維持・向上をめざし、一定期間での機能

訓練を行います。 
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（２） 認知症施策の推進  

 

 
１．普及啓発・本人発信支援 

２．予防 

３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

４．認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

５．研究開発・産業促進・国際展開 
 

 
 
【本市における認知症施策推進の考え方】 
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①認知症についての知識・理解の向上 

 
 

事業 取組の方向性 

認知症サポーター養

成講座 

認知症に関する正しい知識を持ち、認知症の人やその家族を温かく見

守る応援者である「認知症サポーター」を養成します。地域で認知症に

関わる様々な業種や、子ども、学生などの若年層を含め幅広い年代に向

けて養成を進めていきます。 

新型コロナウイルス感染予防対策を考慮した養成講座の開催方式つ

いて改めて検討するとともに、サポーター活動を活発にするために、サ

ポーターとして養成された方のフォローアップや、サポーターの位置付

け、活躍の場についても改めて検討していきます。 

キャラバンメイト養

成・組織の活性化 

キャラバンメイトの養成については、サポーター養成講座の開催状況

等を考慮して、新規養成を行います。 

メイトとして、積極的に認知症に関する予防・啓発活動に参画できる

よう組織的な活動への支援も進めます。 

チームオレンジ  

認知症サポーターにステップアップ講座を開催し、受講してもらった

サポーターを中心に地域でチームオレンジを立ち上げ、より地域の認知

症の人や家族の支援ニーズに寄り添った活動が行えるように支援しま

す。 

世界アルツハイマー

デー認知症啓発事業 

世界アルツハイマーデーのある９月に、認知症の正しい理解を広める

ため市民を対象とした講演会や展示等の啓発イベントを開催します。 

開催にあたっては、新型コロナウイルス感染予防対策を考慮しつつ、

実施出来るように努めていきます。 

「注文をまちがえる

かもしれないレスト

ラン」の開催 

認知症の理解啓発と本人の社会参加を進めるために、「注文をまちが

えるかもしれないレストラン」を、認知症地域支援推進員を中心として

引き続き開催していきます。 

また、このような事業を通して地域の企業や様々な業種に認知症への

理解を広げると共に、就労等につながる社会参画・活躍の場や機会を拡

充に向け事業への参画を進めていきます。 

若年性認知症への理

解の促進 

近年新たな社会的課題となっている若年性認知症への理解と啓発を

図るために、市民向けの講演会の開催、相談窓口の設置・啓発を行って

いきます。 

他分野との連携 

幅広い年代において、認知症に関する知識・理解の向上を図るため、

教育や地域づくり等の他分野と連携した取組を進めます。 

また、医療関係者・介護保険事業者等への認知症の理解啓発、社会資

源の活用、対応のスキルアップのための研修等を行っていきます。 

 

※１ チームオレンジとは、認知症サポーターとして既に地域で活躍されている方々に、それぞれのサ

ポーター活動の任意性を尊重しつつ、認知症の人本人・家族の支援ニーズと認知症サポーターを中心と

した支援者をつなぎ、具体的な活動を行っていく仕組みです。  
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【チームオレンジのイメージ図】 

 

②認知症の相談・支援体制の整備 

 
 

事業 取組の方向性 

相談窓口の充実 

総合相談窓口の周知徹底を図り、認知症及び若年性認知症の人及び家

族の方が相談しやすい体制づくりに努めるとともに、認知症サポーター

などの地域において活動されている方が、相談窓口とのつなぎ役として

活動するなど柔軟な相談体制の構築を検討していきます。 

認知症初期集中支援

チームの配置 

チーム員の情報共有及びスキル向上を図るとともに、総合相談等の相

談窓口との連携を強化し、より認知症初期の方を早期にサポートできる

体制を構築していきます。 

認知症地域支援推進

員の配置 

認知症疾患医療センター及び初期集中支援チーム等との連携を図り、

地域における認知症に関する各種支援を行っていきます。 

認知症ケアパスの普

及 

認知症の進行度合いに合わせた医療・介護・支援の流れをまとめた「認

知症ケアパス」を様々な機会で活用し、認知症の人やその家族に必要な

情報提供を行っていきます。 
  

チームオレンジ
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③見守りシステムの構築 

 
 

事業 取組の方向性 

津山市見守り協定「つ

やま✿見守ろうねッ

ト」の強化 

日頃から住民と接する機会の多い地域の企業や事業者が、業務の中で

地域の高齢者を見守り、異常を発見したら市へ報告して頂く津山市見守

り協定「つやま✿見守ろうねット」の締結事業所を増加に向けた働きか

けを行うとともに、市民への事業啓発、締結事業所への見守りに関する

情報提供、ネットワークの強化のための連絡会等も行っていきます。 

認知症高齢者等 SOS メ

ール配信事業の普及 

認知症等で道に迷うおそれのある高齢者を事前に登録し、捜索が必要

になった場合は協力者に捜索依頼メールを配信して、早期発見に寄与す

るために、事業の啓発、協力者の増加に向けた取組を進めます。 

認知症あったか声か

け模擬訓練の実施 

認知症等により道に迷っている高齢者の捜索や発見した場面を想定

した体験をすることで、実際に身近で行方不明者が発生したケースの早

期発見・保護に役立てるため、認知症あったか声かけ模擬訓練を引き続

き実施します。 

 

④認知症の人やその家族への支援 

 
 

事業 取組の方向性 

認知症カフェの活動支

援 

認知症の人やその家族、地区住民、医療や介護等の専門家が広く参加

し、認知症の人やその家族が地域で孤立することがないよう認知症の理

解を深め合い、交流できる場である「認知症カフェ」の立ち上げ支援を

行うとともに、既設のカフェへの活動支援も行っていきます。 

立ち上げ支援にあたっては、地域の実情に応じた支援を行うことが出

来るようにしっかりと地域の声を聞いていきます。 

認知症の人と家族の会

の活動支援 

認知症の人とその家族が集まり、同じ経験・境遇にあるもの同士が悩

みを相談し合い、情報や知識を習得したり癒されたりする場である「認

知症の人と家族の会」の活動への支援を引き続き行っていきます。 
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（３） 包括的支援事業  

 
 

事業 取組の方向性 

総合相談支援業務 

高齢者の生活状態を把握することで、地域におけるネットワークの構

築と、高齢者に関するさまざまな相談に対応します。 

常に各種制度・施策やサービス機関の情報を的確に提供し、地域包括支

援センター及びサブセンター内における情報の保有・共有を図り、専門的

な相談や相談支援ができるよう体制整備に努めます。 

また、相談から適切な支援につなげるためにサブセンターの体制及び

関係機関との連携を強化します。 

加えて、相談窓口の周知を図り、来所を必要としない電話相談等の手段

の周知を重点的に行います。 

権利擁護業務 
４．高齢者福祉サービスの充実 （２） 高齢者の権利擁護において、

取組を記載します。 

包括的・継続的ケアマ

ネジメント支援業務 

ケアマネジャーとの情報交換や、関係機関の会議出席など、関係者・関

係機関との連携を密にしていくとともに、職員の資質向上を図って、より

良い支援体制の構築を図っていきます。 

地域包括支援センタ

ーの運営管理 

津山市高齢者保健福祉・介護保険事業運営協議会において、地域包括支

援センターの運営状況を毎年度確認し、適正な運営と支援体制の見直し、

充実を図ります。 

 
（４） 任意事業  

 
 

事業 取組の方向性 

食の自立支援事業 

（配食サービス） 

高齢者の食生活の改善、生活の孤立感を取り除くことを目的に、昼食の

配食サービスを実施しています。 

また、利用者数が少数となっている状況を鑑み、対象者や事業内容の見

直しを検討していきます。 

家族介護教室 

在宅で介護を行う家族等の不安を解消するため、家族介護教室を開催

し、在宅介護における正しい介護方法、介護予防、介護者の健康づくり等

についての知識の普及を図るとともに、介護状態になっても家族介護に

よる自宅での生活が可能となる環境づくりを進めています。 

また、関心が低い人への周知を行い、受講者の幅を広げることにより、

参加者の増加を図ります。 

家族介護慰労金支給

事業 

在宅で生活している要介護度４または５で、過去一年間介護サービス

を利用しなかった高齢者を介護している家族の主介護者に慰労金を支給

しています。 

対象者が適切に申請を行うことが出来るように努めていきます。 

成年後見制度利用支

援事業 

４．高齢者福祉サービスの充実 （２） 高齢者の権利擁護において、

取組を記載します。 
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４．高齢者福祉サービスの充実 
 

（１） 高齢者の日常生活支援  

 
 

事業 取組の方向性 

生活管理指導短期宿

泊事業（ショートステ

イサービス） 

介護している家族が一時的に世話をできない時や、一人暮らし高齢者

が一時的な在宅生活に不安がある場合に、短期間施設を利用し生活習慣

の改善等を行うショートステイサービスを実施しています。 

高齢者虐待等に迅速に対応のできる緊急避難場所としても位置付け

ているため、引き続き受入れの出来る体制を維持していきます。 

緊急通報装置の貸与 

在宅の高齢者で、緊急時の連絡が不安な人に対して、緊急通報装置を

貸与し、在宅での生活を支援しています。 

ケアマネジャー等の関係者への周知を図り、必要な方が貸与を受けら

れるように努めていきます。 

住宅改修・改造 

身体機能の低下に対応し小規模な住宅改修を実施した場合、介護保険

制度のサービスが活用できます。既定の金額を上限として保険給付を行

っています。また、住民税非課税の人に対しては、介護保険サービスの

住宅改修の限度額以上に費用を要した場合、介護保険制度の上乗せサー

ビスとして、その一部を助成しています。 

制度が有効に活用されるよう、ケアマネジャー等の関係者への周知を

行っていきます。 

ふれあい収集 

高齢や身体障害などの理由でヘルパーの支援を受けている世帯にお

いて、指定のゴミ置き場へのゴミ出しが困難な場合に限り、戸別収集を

行っています。引き続き関係機関と連携を取りながら実施していきま

す。 

敬老事業 

満 100 歳の誕生日を迎えた人を訪問し、長年にわたる地域社会への貢

献に敬意を表すとともに、敬愛を込めて記念品を贈呈しています。 

引き続き取組を実施していきます。 

介護用品支給事業 

要介護３から要介護５までの人を在宅で介護している津山市内に在

住する家族を対象に、紙おむつ等の支給を行なっています。 

制度の周知を図るとともに、適切な支給に努めていきます。 

家族介護者交流事業 

介護における心理的負担感の軽減等のために、介護者の交流を図る事

を目的として、「津山市介護者の会」、「津山市認知症の人と家族の会」な

どの家族介護者団体と連携しながら交流の輪を広げています。 

他の事業とも連携しながら、介護者同士が支え合うことの出来るネッ

トワークづくりを進めます。 
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（２） 高齢者の権利擁護  

 
 

事業 取組の方向性 

高齢者虐待防止

事業 

地域包括支援センターや権利擁護センター等の関係機関との連携強化を図

るとともに、市民や専門職等を対象とした研修会や講習会、出前講座の開催、

パンフレットの配布等の啓発活動を進め、高齢者の虐待の早期発見、早期対

応や予防を図ります。 

困難事案の対応にあたっては関係機関や弁護士、司法書士、社会福祉士等

の専門職による「高齢者虐待防止チーム」を設置し、定例会や津山市権利擁

護センター支援検討部会での支援検討を実施します。 

被虐待者の安全が危ぶまれる場合には、高齢者生活福祉センターや、とき

わ園、特別養護老人ホーム等のショートステイを活用し、緊急避難を行い、

被虐待者の安全を確保します。 

また、高齢者虐待では、養護者自身やその家族が精神疾患や障害、ひきこ

もり、金銭トラブルなど、様々な課題を抱えていることが多いため、虐待対

応により、高齢者への虐待防止支援と並行して養護者の課題解決に向けた各

支援機関の連携及び役割分担を進めます。 

成年後見制度の

利用促進 

認知症、知的障害その他の精神上の障害があることにより財産の管理また

は日常生活等に支障がある者を社会全体で支え合うことができるよう、権利

擁護センターや関係機関等との連携を図り、成年後見制度の利用促進に努め

ます。 

成年後見制度の広報・啓発、相談対応を強化することで、増加する成年後

見ニーズに対応し、誰もが必要な支援を受けられるように中核機関を設置し

ます。中核機関を中心に、地域連携ネットワークのコーディネートや協議会

を開催し、権利擁護に関する体制整備を進めるよう努めます。また、成年後

見制度の利用者と同じ地域住民の立場で本人に寄り添いながら支援を行う市

民後見人の養成・支援を行い、適切な貢献活動が行えるようにフォローアッ

プを行います。 

なお、中核機関の設置にあたっては、これまでの権利擁護支援の蓄積等を

踏まえ、権利擁護センターを有効に活用して取り組みます。 

悪徳商法等の被

害予防 

高齢者が悪質商法・悪質訪問販売や契約トラブルに巻き込まれないために、

必要な情報を提供し、予防に努めます。また、地域での見守り活動等、悪質訪

問販売等が活動しにくい地域づくりについても検討していきます。 

高齢者と接する機会の多い地域包括支援センターをはじめとする関係機関

に対しては、消費生活センターの紹介やクーリングオフ制度の紹介を行いま

す。高齢者に対しては、地域包括支援センターが中心となって、消費者被害

防止啓発かるたや寸劇の開催、消費者被害情報のちらしを作成・配布し、啓

発活動に努めます。 

相談者等に対しては、パンフレット等を利用して制度の周知を行い、社会

福祉協議会や津山市等が主催する無料法律相談会の紹介を行います。 
 
（３）福祉施設等の活用  
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５．介護保険サービスの充実 
 
（１）居宅サービス及び施設・居住系サービス確保のための方策  

 
①居宅サービス 

 

 
 
②施設・居住系サービス 

 

 

 
 

（２）地域密着型サービス確保のための方策  
 
①定期巡回・随時対応型訪問介護看護及び夜間対応型訪問の整備 

 

 

 
 
②（介護予防）認知症対応型通所介護の整備 

 
 

 
③（介護予防）小規模多機能型居宅介護及び看護小規模多機能型居宅介護（複合型サー

ビス）の整備 

 

 
④地域密着型通所介護の整備 

18
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⑤（介護予防）認知症対応型共同生活介護の整備 

 

 
 
⑥地域密着型特定施設入居者生活介護の整備 

29  

 
 
⑦地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の整備 

29  
 

 
※ 地域密着型サービス（施設・居住系サービス）の必要利用定員総数 

 
（単位：床） 

区分 令和２年度 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

増分 計 増分 計 増分 計 

認 知 症 対
応 型 共 同
生活介護 
(介護予防
認 知 症 対
応 型 共 同
生 活 介 護
含む) 

必要利用定員総数 324 0 324 0 324 0 324 

 

東部圏域 72 0 72 0 72 0 72 

西部圏域 63 0 63 0 63 0 63 

南部圏域 36 0 36 0 36 0 36 

北部圏域 54 0 54 0 54 0 54 

中央部圏域 18 0 18 0 18 0 18 

加茂・阿波圏域 9 0 9 0 9 0 9 

勝北圏域 18 0 18 0 18 0 18 

久米圏域 54 0 54 0 54 0 54 

地 域 密 着
型 特 定 施
設 入 居 者
生活介護 

必要利用定員総数 111 0 111 0 111 0 111 

 

西部圏域 29 0 29 0 29 0 29 

北部圏域 24 0 24 0 24 0 24 

中央部圏域 29 0 29 0 29 0 29 

加茂・阿波圏域 29 0 29 0 29 0 29 

※介護療養型医療施設及び医療療養病床からの転換分は含みません。 

※地域密着型特定施設入居者生活介護の必要利用定員総数が０の圏域及び地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

は新規整備の予定がないため、記載していません。  
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（３） 介護保険事業の円滑な運営  

 
①介護保険サービスの質の向上 

 

 
 

②介護給付の適正化 

 

 

事業 取組の方向性 

要介護認定の適正化 

適切に認定審査が行われるよう、職員が、認定訪問調査内容につい

て、調査項目、特記事項の全数チェックを行います。また、調査員研

修や認定審査会研修を実施し、認定基準の平準化に努めます。 

ケアプランの点検 

介護支援専門員の気づきを促すとともに自立支援に向けたケアプ

ラン作成に向け、保険者による県のチェックシート等を活用したケア

プラン点検を行うとともに、実地指導、研修会及びアドバイザー派遣

事業を通じて点検体制を強化していきます。 

ケアマネジメントの質の向上を目的に、市、地域包括支援センター、

関係機関の協働により、地域の主任介護支援専門員と連携した効果

的・効率的なケアプラン点検も実施していきます。 

住宅改修の点検等 

利用者の実態に沿って適切な住宅改修が行われるよう、全数の着工

前点検を行い、必要により利用者宅の状況確認を行います。 

また、作業療法士等の専門職が、改修前に利用者や家族と改修プラ

ンについて綿密な打ち合わせを行い、適切な助言や指導を行います。 

加えて、改修後に、その効果や本人を取り巻く環境変化について把

握し、より効果的な事業につなげるための仕組みも検討していきま

す。 

縦覧点検・医療情報との

突合 

国民健康保険団体連合会の適正化システムによる情報により、給付

状況の点検を引き続き行い、適正な給付に努めます。 

介護給付費通知 

利用者が自分の受けたサービスを改めて確認し、適切なサービスの

利用を考えたり、事業者に適切なサービス提供を啓発するための介護

給付費通知を、引き続き定期的に行っていきます。 
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③地域密着型サービス等の指定及び指導監督 

 

 

 

④相談体制の充実及び苦情処理 

 

 

 

⑤関係機関・部門との連携 
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第５章 計画の推進に向けて 
 

１．目標の設定と評価 

 
（１） 自立支援、重度化防止等に資する施策の推進 

※印は、各年度内目標 

指  標 
令和元年度 

の現状 

令和５年度 

の目標値 
該当施策 

地域ケア個別会議開催回数（回） ※ 49 ※ 50 １－（１） 

小地域ケア会議設置数（箇所） 29 44 １－（１） 

医療・介護連携研修会開催回数（回） ※ ４ ※ ４ １－（２） 

生活支援サポーター養成講座受講人数（人） ※ 46 ※ 80 １－（３） 

こけないからだ講座設置数（箇所） 216 220 ３－（１） 

ふらっとカフェ設置数（箇所） 28 80 ３－（１） 

認知症カフェ設置数（箇所） ５ ６ ３－（２） 

認知症サポーター養成講座受講人数（人） ※ 1,328 ※ 1,000 ３－（２） 

認知症サポーターステップアップ講座受講人数（人） ０ 100 ３－（２） 

 
（２） 介護保険運営の安定化に資する施策の推進 

※印は、各年度内目標 

指  標 
令和元年度 

の現状 

令和５年度 

の目標値 
該当施策 

要介護認定に係る調査票点検実施率（％） ※ 100 ※ 100 ５－（３） 

調査員・認定審査会研修実施回数（回） ※ ６ ※ ５ ５－（３） 

ケアプラン点検実施件数（件） ※ 526 ※ 600 ５－（３） 

住宅改修の着工前点検実施率（％） ※ 100 ※ 100 ５－（３） 

介護給付費通知実施率（％） ※ 100 ※ 100 ５－（３） 

 
（３） 計画の進行管理・評価・公表 

計画の進行管理は、津山市高齢者保健福祉・介護保険事業運営協議会で実施し、設定し

た目標の達成状況についての評価及び各種課題の検討を行うものとします。 

また、事業評価等の公表については、様々な媒体を活用します。 
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第６章 介護保険サービスの見込み 
 

１．高齢者数・認定者数の見込み 
 

（１） 高齢者数の見込み 

 

区分 

第 7期（実績） 第 8期（推計） R7 

(2025) 

推計 

R22 

(2040) 

推計 

Ｈ30 

(2018) 

R1 

(2019) 

R2 

(2020) 

R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

総人口（人）         

第１号被保険者数         

  

前期高齢者         

後期高齢者         

高齢化率（％）         

第２号被保険者数         

 

（２） 要介護（要支援）認定者数の見込み 

 

区分 

第 7期（実績） 第 8期（推計） R7 

(2025) 

推計 

R22 

(2040) 

推計 

Ｈ30 

(2018) 

R1 

(2019) 

R2 

(2020) 

R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

認定者数（人）         

 

要支援１          

要支援２          

要介護１          

要介護２          

要介護３          

要介護４          

要介護５          

 

うち、第１号被保険者          

 

要支援１                 

要支援２                 

要介護１                 

要介護２                 

要介護３                 

要介護４                 

要介護５                 

認定率（第１号被保険者）

（％） 
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２．介護保険事業費の見込み 
 
 
（１） 介護予防サービス及び介護サービスの見込み 

 

【介護予防サービスの見込み】 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

R7 

(2025) 

R22 

(2040) 

①介護予防サービス 

 

介護予防訪問介護 
給付費(千円)       

人数(人)       

介護予防訪問入浴介護 

給付費(千円)       

回数(回)       

人数(人)       

介護予防訪問看護 

給付費(千円)       

回数(回)       

人数(人)       

介護予防訪問リハビリテーシ

ョン 

給付費(千円)       

回数(回)       

人数(人)           

介護予防居宅療養管理指導 
給付費(千円)           

人数(人)           

介護予防通所介護 
給付費(千円)           

人数(人)           

介護予防通所リハビリテーシ

ョン 

給付費(千円)           

人数(人)           

介護予防短期入所生活介護 

給付費(千円)           

日数(日)           

人数(人)           

介護予防短期入所療養介護 

(老健) 

給付費(千円)           

日数(日)           

人数(人)           

介護予防短期入所療養介護 

(病院等) 

給付費(千円)           

日数(日)           

人数(人)           

介護予防福祉用具貸与 
給付費(千円)           

人数(人)           

特定介護予防福祉用具購入費 
給付費(千円)           

人数(人)           

介護予防住宅改修 
給付費(千円)           

人数(人)           

介護予防特定施設入居者生活 

介護 

給付費(千円)           

人数(人)           
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【介護予防サービスの見込み】 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

R7 

(2025) 

R22 

(2040) 

②地域密着型介護予防サービス 

 

介護予防認知症対応型通所介

護 

給付費(千円)           

回数(回)           

人数(人)           

介護予防小規模多機能型居宅 

介護 

給付費(千円)           

人数(人)           

介護予防認知症対応型共同生

活介護 

給付費(千円)           

人数(人)           

③介護予防支援 
給付費(千円)           

人数(人)           

合計(介護予防サービス) 給付費(千円)           

 
 
 

【介護サービスの見込み】 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

R7 

(2025) 

R22 

(2040) 

①居宅サービス 

 

訪問介護 

給付費(千円)       

回数(回)       

人数(人)       

訪問入浴介護 

給付費(千円)       

回数(回)       

人数(人)       

訪問看護 

給付費(千円)       

回数(回)       

人数(人)       

訪問リハビリテーション 

給付費(千円)       

回数(回)           

人数(人)           

居宅療養管理指導 
給付費(千円)           

人数(人)           

通所介護 

給付費(千円)           

回数(回)           

人数(人)           

通所リハビリテーション 

給付費(千円)           

回数(回)           

人数(人)           

短期入所生活介護 

給付費(千円)           

日数(日)           

人数(人)           
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【介護サービスの見込み】 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

R7 

(2025) 

R22 

(2040) 

短期入所療養介護 

(老健) 

給付費(千円)           

日数(日)           

人数(人)           

短期入所療養介護 

(病院等) 

給付費(千円)           

日数(日)           

人数(人)           

福祉用具貸与 
給付費(千円)           

人数(人)           

特定福祉用具購入費 
給付費(千円)           

人数(人)           

住宅改修費 
給付費(千円)           

人数(人)           

特定施設入居者生活介護 
給付費(千円)           

人数(人)           

②地域密着型サービス 

 

定期巡回・随時対応型訪問介

護看護 

給付費(千円)           

人数(人)           

夜間対応型訪問介護 
給付費(千円)           

人数(人)           

認知症対応型通所介護 

給付費(千円)           

回数(回)           

人数(人)           

小規模多機能型居宅介護 
給付費(千円)           

人数(人)           

認知症対応型共同生活介護 
給付費(千円)           

人数(人)           

地域密着型特定施設入居者生

活介護 

給付費(千円)           

人数(人)           

地域密着型介護老人福祉施設 

入所者生活介護 

給付費(千円)           

人数(人)           

看護小規模多機能型居宅介護 
給付費(千円)           

人数(人)           

地域密着型通所介護 

給付費(千円)           

回数(回)           

人数(人)           

③施設サービス 

 

介護老人福祉施設 
給付費(千円)           

人数(人)           

介護老人保健施設 
給付費(千円)           

人数(人)           
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【介護サービスの見込み】 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

R7 

(2025) 

R22 

(2040) 

介護医療院 

(2025 年度は介護療養型医療

施設を含む) 

給付費(千円)           

人数(人)           

介護療養型医療施設 
給付費(千円)           

人数(人)           

④居宅介護支援 
給付費(千円)           

人数(人)           

合計(介護サービス) 給付費(千円)           

 
（２） 標準給付費の見込み 

 

区分 

第 8期計画期間 
R7 

(2025) 

R22 

(2040) 合計 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

標準給付費（千円）        

 

介護サービス総給付費（※）         

特定入所者介護サービス費等給付費        

高額介護サービス費等給付費        

高額医療合算介護サービス費等給付費        

算定対象審査支払手数料        

 

（３） 地域支援事業費の見込み 

 

区分 

第 8期計画期間 
R7 

(2025) 

R22 

(2040) 合計 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

地域支援事業費（千円）        

 
介護予防・日常生活支援総合事業費        

包括的支援事業・任意事業費        

 

（４） 保険料収納必要額の見込み 

 

区分 

第 8期計画期間 
R7 

(2025) 

R22 

(2040) 合計 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

第１号被保険者負担分相当額        

調整交付金相当額        

調整交付金見込み額        

介護給付費等準備基金取崩額（※）             

保険料収納必要額             
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３．第１号被保険者の保険料について 
 

（１） 所得段階別の保険料率 

 

市民税 

課税状況 

保険料の所得段階設定 

対象者 

国標準 津山市 

世
帯 

本
人 

所得段階 保険料率 所得段階 保険料率 

非
課
税 

非
課
税 

・生活保護受給者 

・市民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給

者 

・市民税世帯非課税（課税年金収入額＋そ

の他の合計所得金額－分離譲渡所得に係る

特別控除額が 80 万円以下） 

第１段階 

基準額 

×0.50 

（0.45） 

第１段階 

基準額 

×0.50 

（0.45） 

・市民税世帯非課税（課税年金収入額＋そ

の他の合計所得金額－分離譲渡所得に係る

特別控除額が 80 万円超 120 万円以下） 

第２段階 
基準額 

×0.75 
第２段階 

基準額 

×0.65 

・市民税世帯非課税（課税年金収入額＋そ

の他の合計所得金額－分離譲渡所得に係る

特別控除額が 120 万円超） 

第３段階 
基準額 

×0.75 
第３段階 

基準額 

×0.75 

課
税 

・市民税世帯課税本人非課税（課税年金収

入額＋その他の合計所得金額－分離譲渡所

得に係る特別控除額が 80 万円以下） 

第４段階 
基準額 

×0.90 
第４段階 

基準額 

×0.80 

・市民税世帯課税本人非課税（課税年金収

入額＋その他の合計所得金額－分離譲渡所

得に係る特別控除額が 80 万円超） 

第５段階 
基準額 

×1.00 
第５段階 

基準額 

×1.00 

課
税 

・市民税本人課税（合計所得金額－分離譲渡

所得に係る特別控除額が 120 万円未満） 
第６段階 

基準額 

×1.20 
第６段階 

基準額 

×1.20 

・市民税本人課税（合計所得金額－分離譲渡

所得に係る特別控除額が 120万円以上200万

円未満） 

第７段階 
基準額 

×1.30 
第７段階 

基準額 

×1.30 

・市民税本人課税（合計所得金額－分離譲渡

所得に係る特別控除額が 200万円以上300万

円未満） 

第８段階 
基準額 

×1.50 
第８段階 

基準額 

×1.50 

・市民税本人課税（合計所得金額－分離譲渡

所得に係る特別控除額が 300万円以上600万

円未満） 第９段階 
基準額 

×1.70 

第９段階 
基準額 

×1.70 

・市民税本人課税（合計所得金額－分離譲渡

所得に係る特別控除額が 600 万円以上） 
第 10 段階 

基準額 

×2.00 
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（２） 所得段階別被保険者数 

 

区分 

第 8期計画期間 
R7 

(2025) 

R22 

(2040) 合計 
R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

第１号被保険者数        

 

前期（65～74 歳）        

後期（75～84 歳）        

後期（85 歳～）        

所得段階別被保険者数 

  

第１段階        

第２段階             

第３段階             

第４段階             

第５段階             

第６段階             

第７段階             

第８段階             

第９段階             

第 10 段階             

合計             

 
（３） 第１号被保険者保険料基準額（月額）の算定 

 

区分 第 7期 第 8期 
R7 年 

（2025）推計 

R22 年 

（2040）推計 
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